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茨
木
の
ま
ち
は
、

時
代
と
と
も
に
。

　
茨
木
の
中
心
を
走
る
中
央
通
り
や
東

西
通
り
。
昔
の
写
真
を
見
る
と
道
幅
が

細
か
っ
た
り
、
田
畑
が
広
が
っ
て
い
た
り
。

高
度
経
済
成
長
期
の
勢
い
と
と
も
に
、

ま
ち
に
は
人
が
増
え
、
活
気
も
増
し
て

車
・
バ
ス
な
ど
の
交
通
量
も
多
く
な
り

ま
し
た
。
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
路
や
自

動
車
の
す
れ
違
い
が
難
し
い
道
幅
な
ど

が
、
改
修
さ
れ
て
現
在
の
姿
へ
と
成
長

し
て
い
き
ま
し
た
。
今
も
、
茨
木
は
便

利
で
住
み
や
す
い
ま
ち
へ
と
さ
ら
に
進
化

を
続
け
て
い
ま
す
。「
住
み
や
す
さ
」
の

方
向
も
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備
か
ら
こ
こ

で
住
む
人
に
と
っ
て
豊
か
さ
・
幸
せ
が

実
感
で
き
る
こ
こ
ち
い
い
居
場
所
づ
く

り
の
追
求
へ
。
時
代
と
茨
木
ら
し
さ
に

合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
、
市
民
会
館
跡

地
エ
リ
ア
の
整
備
な
ど
、
ま
ち
の
真
ん

中
か
ら
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
ち
の
成
長
の
軌
跡
は

メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
が
物
語
る

毎
日
、
目
に
映
っ
て
い
る
茨
木
の
ま
ち
。

市
が
誕
生
し
て
74
年
、昔
と
今
を
写
真
で
比
べ
て
み
る
と
、

ま
ち
や
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
が
わ
か
り
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
時
代
と
と
も
に
次
な
る
茨
木
へ
と

進
化
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
先　
ま
ち
魅
力
発
信
課
☎
６
２
０・１
６
０
２

阪急茨木市駅と JR 茨木駅を結ぶ道路。市内を貫くメインストリートとして拡幅さ
れ、多くの車が行き交う

中央通り拡幅前（大手町～元町・昭和 41 年）
提供：田村文男さん

茨木別院南側。昭和40年頃まではまだ農地だった
（別院町・明治末～昭和初期）提供：茨木別院

中
央
通
り

写真協力：樹林舎（「茨木市の七〇年」より）

特 集

田村文男さん。左は娘の板東和子さん

私は今、101 歳になりますが、数年前まで茨木の写真を撮り続け
てきました。カメラを初めて手にしたのは昭和 15 年ごろ。歴史
の教員だったこともあり、その時々のまちを写真に残すことが歴
史を刻むことになると思い、きれいになった道を愛車のスバル
360 であちこち走り回っていました。茨木は昔からいいまちでし
たが、どんどんよくなっていきましたね。今も昔も住みやすいま
ちだと思っています。

姿を変えるまちの変化を
「郷土史」として残したい

ミニ展示「写真で見る昭和の茨木」を開催

5/1 ㈰～ 30 ㈪、午前 9時～午後 5時（5/3除く火曜日休み）と  き

ところ 文化財資料館 1階ロビー

田村さんから提供いただいた写真を今の写真と比較して展示します。ぜ
ひご鑑賞ください。
なお、郷土の歴史を調べたい方は同館 2階郷土史料室をご利用ください。
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昭
和
10
年
に
一
部
が
廃
川
と
な
っ
た
茨

木
川
。
子
ど
も
た
ち
の
格
好
の
遊
び
場
に

な
る
ほ
ど
き
れ
い
な
川
だ
っ
た
と
い
い
ま

す
。
廃
川
後
は
時
間
を
か
け
て
整
備
し
、

昭
和
50
年
に
は
今
の
形
に
。
ま
ち
の
中
心

を
つ
ら
ぬ
く
全
長
約
５
㎞
の
緑
地
帯
に
姿

を
変
え
ま
し
た
。

　

今
や
茨
木
を
代
表
す
る
ス
ポ
ッ
ト
の
一

つ
と
な
っ
た
元
茨
木
川
緑
地
。
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
を
は
じ
め
、
季

節
に
よ
っ
て
多
種
多
様
な
植
物
や
野
鳥
も

見
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
ア
ー
ト
や
季

節
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
お
楽
し
み
も
た

く
さ
ん
。
姿
が
変
わ
っ
て
も
、多
く
の
人
々

が
憩
う
場
所
で
あ
り
続
け
て
い
ま
す
。

姿
が
変
わ
っ
て
も
愛
さ
れ
る

ま
ち
の
癒
し
の
空
間

堀
廣こ

う
き
ょ
く旭

堂ど
う

堀 

博
明
さ
ん

現在は JR 茨木駅から東へまっすぐ通っているが、以前は茨木高校前にある堀廣
旭堂の前までだった。その後、阪急茨木市駅の向こう側まで道を通して今の姿に

店の前をモガ（洋風に着飾った昭和初
期の「モダンガール」）が通ることも
（新庄町・昭和初期）提供：堀廣旭堂

書店・堀廣旭堂。お店の看板は今も店頭に置かれている
（大手町・昭和 43 年）提供：堀廣旭堂

茨木川では、昔は荷物を積んだ船も行き来したとか。廃川後もしばらく
の間、川には水が流れ、子どもの遊び場や人々の憩いの場となっていた

旧茨木川堤、茨木神社北側。左奥には六軒町橋も
（元町・昭和 31 年）提供：山口紅葉堂本店

茨
木
川
の
水
運
（
元
町
付
近
・
昭
和
10
年
代
前
半
）

提
供
：
山
口
紅
葉
堂
本
店

川端康成を輩出した
伝統ある茨高とともにこれからも
子どもの頃の遊び場は、当時自由
に出入りできた向かいの茨木高校
でした。店は昔から高校の購買部
のようで、休み時間は生徒さんが
集まり、にぎやかだったことを憶
えています。今も放課後は参考書
等を買いに行列ができることもあ
ります。

東西通り

元
茨
木
川
緑
地

現在、元茨木川緑地ではリ・デザインを進めています（7ページ参照）

堀廣旭堂に突き当たる当時の東西通り
（新庄町・昭和 50 年）
提供：茨木高校
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阪急本通商店街東端付近。まだアーケードはできていない
（別院町・昭和52年）提供：田村文男さん

創業者の祖父は
“茨木心斎橋” の名付け親
阪急本通商店街を越えて、先の中央
銀座商店街のほうには公設市場や茨
木スーパーもあり、買い物に便利な
商店街周辺はまちの中心でした。明
治から続く店なので、当時のチラシ
や広告などがあり、事前に言ってい
ただければ本店でお見せすることも
できますよ。

山
口
紅こ

う
よ
う
ど
う

葉
堂
本
店

山
口
幸
則
さ
ん

裕
美
子
さ
ん

茨
木
心
斎
橋
商
店
街

茨
木
心
斎
橋
商
店
街

（
元
町
・
昭
和
10
年
代
中
期
）
提
供
：
山
口
紅
葉
堂
本
店

　

昭
和
30
年
代
、
国
鉄
（
現
JR
）
茨
木

駅
と
阪
急
茨
木
市
駅
の
間
に
は
２
つ
の

市
場
と
複
数
の
商
店
街
が
あ
り
、
近
隣

の
ま
ち
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
買
い
物
客

が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
誓せ

い
も
ん文

払ば
ら

い
と
呼
ば
れ
た
当
時
の
セ
ー
ル
は
、
相

当
な
盛
り
上
が
り
だ
っ
た
そ
う
。
今
も

阪
急
本
通
商
店
街
、
茨
木
心
斎
橋
商
店

街
な
ど
に
は
、
あ
い
さ
つ
が
飛
び
交
う

あ
た
た
か
さ
が
健
在
。
代
々
続
く
店
に

並
ん
で
新
し
い
店
も
増
え
、
時
を
超
え

て
人
々
の
暮
ら
し
を
彩
っ
て
い
ま
す
。

現
在
に
生
き
続
け
る

ぬ
く
も
り
の
場

阪急本通商店街

阪急茨木市駅の踏切を越えた奥にあった商店街は高度成長が進むに
つれゲートができ、昭和55年にはアーケードもできた

昭和 30年代の文化と
にぎわいが今に続く
商店街の入口で育ったから、商店街
はまさに生活の場。遠足の前は駄菓
子屋におやつを買いに行くのが楽
しみでした。近くの映画館には怪獣
映画をよく観に行ったものです。昭
和の雰囲気が今もなお感じられる
商店街っていいですよね。

虎と
ら
た
に谷

誠せ
い
せ
い
ど
う

々
堂
書
店

虎
谷
健
司
さ
ん

虎谷誠々堂書店。今も当時の看板が残る
（元町・昭和35年）提供：虎谷誠々堂書店

茨木で一番古い商店街の名は、大阪の心斎橋商店街に許可をもらって使用している

自宅に古き良き茨木を感じる昔の写真
はありませんか？昔の思い出が詰まっ
た写真をみんなで共有できる場「茨木え
えトコ写真」に、ぜひ投稿してください。

ええトコええトコ茨木の 教えてください。

投稿募
集
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　愛称が「おにクル」に決まった新施設&広場。ホールや子育
て機能、図書館等で構成される複合施設の誕生で、新たな人の
交流や憩い・活動の場となるよう整備していきます。また、期
間限定の広場として整備した I

イ バ ラ ボ
BALAB@広場では、「つかう」と

「つくる」を繰り返すハーフメイドの空間として、
さまざまなイベントや過ごし方を試しながら、広場
の魅力向上を図る社会実験を実施しています。

新施設&広場「おにクル」
（文化・子育て複合施設）

　広域への優れた交通利便性を有する同地区。
商業・物流施設を中心に、市南部の拠点として
にぎわいと活力あるまちづくりを推進していき
ます。まちの愛称も募集します（40ページ参照）。

安威川ダム周辺エリアの整備
　まもなく試験湛水が開始され、令和 5年度か
ら本格稼働する安威川ダム。令和 6年度には周
辺施設もオープンする予定で、新名所となるよ
う、さまざまな取組みが進行中です。

元茨木川緑地リ・デザイン

　現在の良さを生かしつつ、よりここちよく、魅力的な空間に
するための取組みを市民の皆さんと一緒に推進中。
植栽の更新や利活用空間の創出など、新しい可能
性を検証・検討しています。

「おにクル」完成イメージ

北部も
南目垣・東野々宮土地区画整理

IBALAB@広場

南部も

大学生と連携した
アウトドアミーティング

まちづくり会社FICベース企業主催の「蚤
のみ

の市」

そして、次なる茨木へ。




